
　＜新海都＞

　　　　　
　

FUKUOKA ISLAND CITY PROJECT　 全体計画概要

地区の各々の特性に合わせてブロックを分け、

下記の様にゾーン名称を提案します

子ども

みんなで関わる

心で交流する

自　然 健　康

「健康」デザインのまちづくり「健康」デザインのまちづくり

「子ども」を中心とするまちづくり「子ども」を中心とするまちづくり

「環境共生」のまちづくり「環境共生」のまちづくり

「みんなで関わる」まちづくり「みんなで関わる」まちづくり

アイランドシティにおける住宅開発理念

生きる力を呼び覚ますまち

アイランドシティは博多湾に浮かぶ島状形式のまちです

人と地球に優しい「持続可能なまちづくり」の

在り方として、今求められていることは、

自然環境と共生する「緑の島」を実現すること

計画にあたっては、次の４点のコンセプトを提案します

　アイランドシティの概要　

●売　主　：　アイランドシティ住宅開発企業連合体

●所在地　：　福岡市東区香椎浜３丁目他

●全体開発面積　：　　　１８４，３００㎡　（５５，７５０．７５坪）

●敷地面積　：　　　　　　１０９，１３７㎡　（３３，０１３．４４坪）

●用途地域　：　第２種中高層住居地域及び第２種住居地域

●建ペイ率/容積率　：　６０/２００　及び　６０/３００

●小中学校　：　H１９年開校予定

　　　　　　　　　　小中一貫教育の実施などを目指す

●人道橋　：　早期整備

●アイランド中央公園　：　H１７年９月開園

　　　　　　　　　　　　　　H１７年９月９日から１１月２０日まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　（第２２回全国都市緑化フェア）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ゾーニング計画　

アイランドシティ

地域で、創り・参加し、未来へ育てるまち

誰もが関われ、助け合える人々が住むまち

楽しい倶楽部に参加できる趣味のあるまち

誰もが誇れる、自分達で運営創造するまち

活き活きと遊び、良く学べる、童心のまち

安心、安全で、すこやかに育てられるまち

起伏や曲線のある、わんぱく教育のまち

安全な、人のための道や迷路性のあるまち

自然に親しみ共生の心を育てるまち

地球に優しい交通方式や資源を活かすまち

｢緑の楽園｣を体感できる、海と緑のまち

街の隅々までガーデニングのあるまち

元気なコミュニティで、一層楽しいまち

高齢者・障害者にも安心・安全な

　　　　　　ユニバーサルデザインのまち

本来の「生命力｣を甦えらせてくれるまち

楽しい笑顔で、活き活きと暮らせるまち

JR博多駅

小学校・中学校等用地

歴史・伝統軸

戸建住宅①

豊かな時間軸

公共・公益施設予定地

歴史・伝統軸に直交

する軸です

南北軸とほぼ平行で
あり、季節の移ろい

を感じる軸としてい

ます

Ｎ

中高層集合住宅

（賃貸）

戸建住宅②

香住ヶ丘ゾーン

当計画の北東部に位置し、

海を介して香住ヶ丘を望み
ます

中高層集合住宅

中高層集合住宅

中高層集合住宅

低中層集合住宅

御島ゾーン

当計画の南側に位置

し、香椎アイランド線か

らの入口にもあたりま
す

中央公園ゾーン

当計画の北西部に位
置し、香椎アイラン

ド線を介して中央公

園が隣接します

１



　＜新海都＞

　　　　　
　

FUKUOKA ISLAND CITY PROJECT　 デザインコードのモデルとなる御島ゾーンの概要　

エリア内幹線道路

コモン　エリア

低中層集合住宅エリア

　　海浜緑地
Ｎ

照葉の森

　SEASIDE　エリア

●家族同士のふれあい・コミュニケーションが増え、子供も安心して
　遊べるコモンひろばを演出します

●集合住宅からの視線考慮しながらコモンへ開放性を重視した配棟
　計画とします

●外観表現は切妻・片流れを基本とし、屋根面を見せながらシルエット
　調整を図ります

御島ゾーン概要

　海からの景観

●浜辺から続く緑の中に見え隠れする低層の戸建住宅。その先に
　豊かな緑に包まれた中高層の集合住宅がなだらかに続いています

　戸建エリアコモンイメージ

戸建エリア内幹線道路イメージ

●海に連なる開放感とゆとりのある住宅ゾーン
●大型宅地で御島ゾーンの象徴的なリゾートゾーンです

●しっかりした外構を施し、建物はモダン和風や平屋と少しテイストを
　混ぜた配棟計画を基本とします

　フットパス

　SEASIDEエリア

●ゾーン内幹線道路側には、住宅入口を設けずグリーンベルトを施し、

　緑豊かなガーデンロードを演出します
●道路面は、自然石・低木・地被類を組み合わせ奥行き感のある植栽帯

　　とし、四季折々に花を咲かす草花もプラスした楽しげな街並みとします

●すべての道路はゆるやかにカーブしています
　　風景が歩く毎に少しづつ変化します　　

　　御島ゾーンから対岸を望む
●戸建て住宅内の公園、海浜緑地や海をつなぎ、
　回遊性を高め海への眺望も確保するフットパスを設けています

●海・自然石・樹木と自然を感じ歳月と共に風格も増すそんな上品な街並みを演出します
●四季それぞれに楽しむ事ができ安心して憩うことの出来る歩行者の安全なネットワーク
　形式を軸とした緑化空間を創ります

●駐車場を緑の丘で隠すなど、緑や自然が一杯の環境集合住宅の演出を行います

●多様な「ライフスタイル」「ライフステージ」に対応した住戸計画を行います

●香椎宮の軸に位置し、中央公園・
　照葉の森・海浜緑地へとつづき

大地と海の間でたくましく子供を
育てる軸です　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　歴史・伝統軸

　　　集合住宅イメージ

フットパスイメージ



　＜新海都＞　
　　　　　

■コモンエリア住宅の外装ディーテール・素材

シンプルな切妻屋根シルエットと整
理された外壁面が基調

一軒一軒はシンプルでも街として見る
と変化に富んでいるように計画

軒裏を木質にするのは効果的 タイルは二丁掛は避けたい。ボーダー
タイプがさわやか

さりげなく上品な木製玄関扉 アクセントとして木製部材を用いたい

片流れの集会室も違和感なく溶け込む

コモンツリーが心地よい木陰を生む

どの家もシンプルな1本棟の屋根。コモンを囲むように棟の方向に変化を持たせている。 飛行機からのビューは屋根次第

■ＣＯＮＣＥＰＴ

　石畳の広場を囲んだこの街区では広場

に対して開かれた建物計画とします（マン

ション側からの視線も配慮）
　ただし、お互いのプライバシーを侵すこ

とのない配置計画となるよう、壁面後退、

建物高さ、生垣・柵の設置等、配慮した計
画とします

　

　セミコート的に開いたプランによる視線
のコントロールや、テラス・デッキ等の工

作物を効果的に配することで広場との距

離感を程よいものにしていきます

「ひろばを囲む街並」

S I T E  P L A N 　
scale:1/300　

Ｎ

準 幹 線 道 路

公 園

集 会 所

幹 線 道 路

ﾌ ｯ ﾄ ﾊ ﾟ ｽ

ひ ろ ば

幹線道路側

･･･石積み及び植栽帯によるしっかりとした囲いこみ

石積み及び植栽帯

集合住宅からの視線

　石積み・植栽帯イメージ

　コモンイメージ

　石積みイメージ

戸建 住宅からの視線

○想定家族像

・祖父（75）

・ご主人（52）

・奥様（48）

・長男（20）

・長女（17）

○面積データ

・敷地面積：253.80㎡

・1階床面積：85.26㎡

・2階床面積：60.02㎡

・延床面積：145.28㎡

　 （43.90坪）

　2-25号地　 『独立和室のある家（同居対応プラン） 』

・がんこ親父と同居の二世帯住宅

・タンス板タタミのある独立和室は土間を介して「離れ」風

・コモンに開いたリビング。集会所で子供たちに「昔あそび」を伝授

・和のココロを現代的にアレンジ。自然食を屋外テラスで

S I T E＆1 F P L A N　　

K I T C H E N

L I V I N G

D I N I N G

T A T A M I

D O M A

Ｎ

Ｎ 2 F P L A N　

B E D R O O M B E D R O O M

M . B . R

COMMONエリア　配置計画・街並み模型スタディ・外構計画

マンション側の通り景観　　裏っぽい外観にならないように配慮する

コモンスペースの入り口から　　奥行き感があり豊かなヴォリュームの緑

　　COMMONエリア　～　ひろばを中心としたロックガーデン

　　ベースとなる石積みは御島ゾーンとして統一
　　石積み+花もの植栽を施し、庭先とコモンが程よくつながる工夫をします

Main Garden
コモンに対して適度な開き方を提案します

パーゴラ・木塀・灌木etc

Front Stage　～街につながる
ひろばとのつながりのあるデザインとします
駐車場の奥は列柱などで空間が抜けすぎない工夫をします

幹線道路側

石積み及び植栽帯によるしっかりとした囲いこみ
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